
　
総
務
文
教
委
員
会
は
、
十 

一
月
七
日
〜
十
一
月
九
日
に 

か
け
北
海
道
の
長
沼
町
”ま 

お
い
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
“ 

北
広
島
市
”行
財
政
構
造
改

革
“に
つ
い
て
研
修
に
行
き

ま
し
た
。 

◇
ま
お
い
グ
リ
ー
ン 

ツ
ー
リ
ズ
ム
◇ 

　
長
沼
町
は
都
市
近
郊
の
立

地
条
件
を
生
か
し
、
都
市
と

農
村
の
交
流
促
進
と
相
互
理

解
を
図
る
た
め
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
特
区
の
認
定
を
受

け
て
い
ま
す
。 

　
特
区
と
は
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
規
制
の
特
例
を
導

入
す
る
特
定
の
区
域
を
設
け
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る

規
制
緩
和
の
成
功
例
を
示
す

こ
と
に
よ
り
、
全
国
的
な
規

制
改
革
へ
と
波
及
さ
せ
国
全

体
の
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
制

度
で
す
。 

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
農
業
と
ふ
れ
あ
い
、
農
業

に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
農
業
体
験
等
の
機

会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、「
食

育
」
を
農
業
者
や
関
係
団
体

等
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
し

て
あ
り
ま
す
。 

　
今
後
も
こ
の
事
業
を
発
展

さ
せ
地
域
の
活
性
化
と
食
育

を
推
進
し
て
い
く
そ
う
で
す
。 

◇
行
財
政
構
造
改
革
◇ 

　
北
広
島
市
は
、
平
成
十
七

年
十
月
に
行
財
政
構
造
改
革
・

実
行
計
画
を
策
定
、
一
一
〇

項
目
か
ら
な
る
行
財
政
構
造

改
革
・
実
行
計
画
を
決
定
し

ま
し
た
が
、
重
要
な
の
は
改

革
項
目
の
着
実
な
実
施
に
よ

り
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
で

あ
る
た
め
、
進
行
管
理
を
行

な
っ
て
あ
り
ま
す
。 

　
進
行
管
理
と
は
、
取
り
組

み
結
果
や
評
価
を
検
討
し
な

が
ら
、
次
の
行
動
へ
と
結
び

つ
け
改
革
項
目
を
着
実
に
実

施
す
る
た
め
、
問
題
点
な
ど

を
早
急
に
把
握
す
る
こ
と
で

す
。 

　
実
行
計
画
の
具
体
的
な
取

り
組
み
予
定
を
定
め
、
そ
の

取
り
組
み
結
果
、
定
期
的
な

評
価
、
改
善
を
行
い
、
改
革

項
目
を
見
直
す
必
要
が
生
じ

た
場
合
は
項
目
の
修
正
な
ど

を
行
な
い
な
が
ら
改
革
を
推

進
し
て
あ
り
ま
す
。
　 

　
議
会
に
お
い
て
も
、
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
確
立
す

る
た
め
の
調
査
・
研
究
を
目

的
と
し
た
行
財
政
対
策
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
特
区
や
行
財
政
改
革
進
行

管
理
等
、
須
恵
町
の
今
後
の

参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。 

    

　
建
設
産
業
委
員
会
は
、
十

月
二
十
三
日
〜
十
月
二
十
五

日
に
か
け
秋
田
県
羽
後
町
の 

”土
地
改
良
区
の
組
織
運
営

及
び
事
業
“
”農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
（
国

の
モ
デ
ル
事
業
）“と
八
郎
潟

基
幹
施
設
管
理
事
務
所
の 

”八
郎
潟
干
拓
の
概
要
“に
つ

い
て
研
修
に
行
き
ま
し
た
。 

◇
土
地
改
良
区
の 

組
織
運
営
及
び
事
業
◇ 

　
羽
後
町
土
地
改
良
区
は
、 

町
内
に
三
地
区
あ
っ
た
土
地 

改
良
区
が
統
合
さ
れ
、
三
年 

目
を
迎
え
ま
す
。 

　
規
模
は
地
区
面
積
二
、
四

六
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
農
用
地

九
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
組
合
員

数
二
、
四
〇
二
人
で
、
主
な

農
産
物
は
水
稲
（
あ
き
た
こ

ま
ち
）、
畜
産
、
野
菜
で
年

間
の
農
業
生
産
額
は
七
〇
・

六
億
円
で
す
。 

　
農
業
が
直
面
す
る
い
ろ
い

ろ
な
問
題
を
抱
え
る
中
、
行

政
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
農
業
者
の
共
同
に
よ
る

農
用
地
、
農
業
用
施
設
な
ど

農
村
環
境
の
維
持
・
保
全
・

整
備
な
ど
を
地
域
で
で
き
る

こ
と
は
地
域
の
力
で
解
決
す

る
こ
と
を
旨
と
し
、
様
々
な

活
動
を
通
じ
地
域
農
業
の
振

興
を
図
ら
れ
て
い
ま
す
。 

◇
農
地
・
水
・
環
境
保
全 

向
上
対
策
事
業
◇ 

　
農
業
の
持
続
的
な
発
展
の

た
め
、
基
盤
と
な
る
農
地
や

水
・
環
境
保
全
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
ぐ

る
み
で
効
果
の
高
い
共
同
活

動
と
農
業
者
ぐ
る
み
で
の
先

進
的
な
営
農
活
動
を
支
援
す

る
事
業
で
、
十
八
年
に
羽
後

町
土
地
改
良
区
と
し
て
国
の

指
定
を
受
け
、
十
九
年
の
本

格
実
施
に
向
け
現
在
準
備
を

進
め
て
あ
り
ま
す
。
　 

◇
八
郎
潟
干
拓
の
概
要
◇ 

　
八
郎
潟
干
拓
事
業
は
、
時

の
大
変
な
食
糧
不
足
を
憂
慮

し
、
昭
和
三
十
三
年
か
ら
二

十
年
に
及
ぶ
歳
月
と
八
百
五

十
二
億
円
の
巨
費
を
投
じ
て

行
な
わ
れ
た
国
の
大
事
業
で

す
。 

　
広
い
農
地
で
大
型
機
械
を

使
っ
た
新
し
い
農
業
モ
デ
ル

と
し
て
全
国
か
ら
入
植
者
を

募
集
し
、
一
年
間
の
入
植
指

導
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
一
戸
当
た
り
平
均
一
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
農
地
に
米
・
麦

の
穀
物
を
始
め
と
し
て
、
か

ぼ
ち
ゃ
・
メ
ロ
ン
・
り
ん
ご

な
ど
の
野
菜
・
果
物
類
の
耕

作
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
研
修
を
通
じ
、
改

め
て
農
業
の
重
要
性
を
認
識

さ
せ
ら
れ
た
研
修
と
な
り
ま

し
た
。 

    

　
環
境
福
祉
委
員
会
は
、
十

月
二
日
〜
十
月
四
日
に
か
け

北
海
道
の
社
会
福
祉
法
人
侑

愛
会
・
石
川
地
区
「
ぱ
す
て

る
」
と
函
館
市
役
所
の
”福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
“の

研
修
に
行
き
ま
し
た
。 

◇
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

パ
ス
テ
ル
◇ 

　
パ
ス
テ
ル
は
、
函
館
市
・

北
斗
市
・
七
飯
町
の
二
市
一

町
の
補
助
に
よ
り
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
支
援
事
業
と
し
て
は
、 

①
障
害
者
生
活
支
援
事
業 

②
障
害
者
地
域
活
動
緊
急 

　
介
護
人
派
遣
事
業 

③
地
域
生
活
支
援
事
業 

等
で
す
。 

　
聞
き
た
い
こ
と
が
上
手
く

言
え
な
い
、
ど
こ
に
相
談
し

て
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
人

た
ち
の
相
談
に
の
り
、
一
緒

に
考
え
て
い
く
施
設
で
す
。 

　
し
か
し
、
平
成
十
八
年
四

月
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
障
害

者
自
立
支
援
法
」
に
よ
り
一

割
の
自
己
負
担
を
課
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
外
出
す
る

際
の
手
伝
い
を
す
る
「
ガ
イ

ド
ヘ
ル
プ
」
や
施
設
へ
の
短

期
入
所
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」 

等
は
、
収
入
の
少
な
い
障
害

者
に
負
担
が
多
く
、
利
用
減

少
に
な
っ
て
い
き
、
将
来
へ

の
不
安
を
抱
か
せ
る
要
因
と

な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。 

◇
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り 条

例
◇ 

　
函
館
市
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
が
必
要
と
考
え
、
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制

定
し
て
い
ま
す
。 

　
全
て
の
市
民
が
共
有
す
べ

き
福
祉
の
理
念
や
そ
れ
ぞ
れ

が
果
た
す
べ
き
責
任
な
ど
を

掲
げ
る
と
と
も
に
、
不
特
定

多
数
の
人
が
利
用
す
る
公
共

施
設
の
整
備
の
基
準
を
定
め

二
十
一
世
紀
に
お
け
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
に
皆
で
力
を

あ
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
に
制
定
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
が
設
置
し
て
あ
り
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
重
要
な
事
項
を
調
査
・
審

議
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
人
口
規
模
等
、
須
恵
町
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
が
、
将
来
合

併
し
た
場
合
に
お
い
て
参
考

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。 

総
務
文
教 

建
設
産
業 

環
境
福
祉 施設を見学する建設産業委員会 

説明を受ける環境福祉委員会 

先進地ではどのような事業  が取り組まれているのか？ 
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